
3包
日

声
・

立
日

韻
(
理
論・
現
代
語・
史
的
研
究)

原

裕

口

情
報
処
理
の
問
題
が
広
狭
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
論
議
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
よ

う
な
折
に 、
編
集
部
が
「
展
望」
特
集
号
必
要
の
有
無
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
求
め
た
の
は 、
時
宜
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
た
が 、
「
や
め
た
ほ
う
が
よ
い

二
五」
「
現
在
の
ま
ま
で
よ
い
二
二
八」
は
意
外
で
あっ
た 。
文
献
の
洪
水
の

中
か
ら
必
要
な
資
料
を
得
る
情
報
検
索
の
機
械
化
も
可
能
で
あ
る
と
解
説
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る(
亀
田
寿
夫「
電
子
計
算
機と
言一軍巴
思
想
四
三
|一一一〉 。

現
行
の
目
録
類
や
論
説
資
料
等
に
不
備
が
あ
る
と
す
れ
ば 、
抄
録
誌 RF
自由ロ・

白何冊
曲ロ門田
ド
g同
E向。
回目ゲ由主DH
〉
gR
R
R ・
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
ζ
と
で

は
あ
り 、
自
然
科
学
界
に
盛
行
が
伝
え
ら
れ
る
レ
タ
1
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
様
式
の

「
文
献
迷
報」
の
ご
と
き
も
考
え
ら
れ
よ
う 。
目
録
的
な
網
羅
か
ら
解
放
さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば 、
必
ず
し
も
時
日
を
限っ
た
展
望
号
の
必
要
は
な
く 、

毎
号
常

設
さ
れ
た
「
展
望
欄」
に 、
細
分
化
さ
れ
た
各
分
野
に
お
け
る
研
究
の
現
段
階

の
紹
介
と 、
そ
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
解
説
が
な
さ
れ
れ
ば 、
得
る
と
乙
ろ
も

よ
り
多
い
と
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る 。

と
も
あ
れ 、
然
る
べ
き
工
夫
も
な
い
ま
ま
K 、
従
来
の
紹
介
方
式
を
踏
襲
し

て
立
を
果
し
た
い 。
な
お 、
方
言
に
関
す
る
も
の
は
すべ
て
そ
の
項
に
ゆ
ずっ

て 、
乙
乙
で
は
ふ
れ
な
い
乙
と
に
し
た 。

理
論
に
関
す
る
も
の
で
は 、
や
は
り 、
変
形
生
成
文
法
に
お
け
る

音
形
論
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
も
の
が
多
い 。
①
桑
原
輝
男
「
音
韻
特
性
と
音

声
特
性」
(
文化
三
二
四・
四
四
l一ニ) 、

②
染
回
利
信
「
言
語
構
造
の一
部
と

し
て
の
音
素
水
準
に
つ
い
て」
(
天理
大
学
学報ニ
O
|ニ
・

四三
一
一) 、
③
佐

藤
年
男
「
音
声
現
象
の
相
対
性
と
生
成立日
韻
論」
(要
旨)
(
言
語
研
究五
五
・

四

四
|三)

は 、
い
ず
れ
も 、
変
形
生
成
文
法
に
お
け
る
音
形
論
展
開
の
史
的
素

描
で
あ
り 、
ま
た 、
変
形
文
法
の
立
場
か
ら
の
す
ぐ
れ
た
解
説
で
あ
る
④
藤
村

靖
「
音
声
の
表
記」
(ζ
とば
の
宇宙
四
三
|四)

も
あっ
た 。
①で
は 、
二
価
対

立
特
性
の
指
示
を
行
う
音
韻
規
則
と 、
多
価
的
特
性
の
度
合
を
指
示
す
る
音
声

規
則
と
の
区
別
の
指
摘
が
な
さ
れ 、
表
記
に
関
与
し
て
両
者
の
特
性
数
を
同

じ
に
す
る
乙
と
に
な
ろ
う
と
い
う
予
想
が
た
て
ら
れ
て
い
る 。
②
は
基
本
的
な

o
E
2
E
z-
g
の
演
緯
的
性
格
K
疑
問
を
示
し 、
⑤
今
井
邦
彦
「
冨
R
E口問

。。ロ〈
gzo
g
考」
(
英語
宵
年
=
四
|一

二
・

四
三
|一

二)
は 、
調
音
活
動

の
平
滑
化
に
関
し
て 、
富田H
Eロ聞
のDD
gロ己0
5
の
もつ
「
直
観
の
形
式
化」

と
い
う
非
実
証
的
性
格
を
指
摘
し
て 、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
疑
問
を
投
げ
か
け

て
い
る 。
③
お
よ
び
同
氏
の
⑥
「
生
成
音
韻
論
研
究
の
方
向」
(
英語
青
年
二

四
|七・

四
三
|

七)
に
よ
れ
ば 、
最
近 、
音
響
学
的
な一亦
差
的
特
徴
の
表
示
か
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ら 、
調
音
的
術
語
の
使
用
と 、
母
音
子
音
を
分
け
て
考
え
る
g
2
ミ
同
g­

Z
B帥
ロD
S20ロ
へ
の
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ 、
そ
の
詳
細
の
紹

介
が
待
た
れ
る 。
実
在
論
が
も
っ
先
験
性
を
め
ぐっ
て
の
議
論
(構
造
主
義
との

兼
合
い
か
ら
く
る
堂
堂
め
ぐ
り
を
も
含
め
て
の)
と 、

ま
す
ま
す
複
雑
に
な
る
規
則

表
示
の
問
題
が
大
き
な
課
題
と
し
て
前
に
あ
る
よ
う
で
あ
る 。
別
項
で
紹
介
さ

れ
る
は
ず
の
⑦E
・

パ
ッ
ク・
井
上
和
子
訳
注
『
変
形
文
法』
(
大
修
館
書庖
四

四
1

九)
の
出
版
も
あっ
て 、
乙
の
分
野
は
更
な
る
展
開
が
見
ら
れ
よ
う 。
な

お 、
③
桑
原
輝
男
「
音
韻
・

統
語
・

意
味
部
門
の
相
互
関
係」
(
英
語
教
育一
七

|
七・四三
|一

O)
は 、
音
韻
部
門
か
ら
の
情
報
が 、
統
語
部
門
の
構
造
決
定

に
関
与
す
る
実
例
の
提
示 、
③
同
「
成
節
特
性」
(
英
語
背
年
二
五
|二
・

四
四

|二)
は 、
下
位
分
類
特
性
を
二
者
対
立
の
形
で
と
ら
え
る
た
め
に
は 、
母
音
性

を
廃
し 、

成
節
性(凹三F
En)
を
設
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
と
の
提
唱
で
あ
る 。

次
に 、
⑬
湯
川
恭
敏
「
音
素
に
関
す
る
考
察」
(と
とば
の
宇
宙
四三
l四)

で

は 、
音
素
に
該
当
す
る
固
有
の
普
通
性
が
積
極
的
な
役
割
を
果
す
の
で
あっ
て

「
示
差
的
特
徴
の
束」
は
実
体
の
特
徴
で
は
な
い
と
し
て 、
ヤ
コ
プ
ソ
ン
の
説

へ
の
批
判
が
な
さ
れ 、
⑪
橋
本
麓
太
郎
「
音
韻
論
I
E」
(乙
とばの
宇
宙
四三

|
六・
七)
は 、
相
補
分
布 、
示
差
的
特
徴
の
分
析
が
有
用
で
は
あ
る
が 、
適

用
の
困
難
な
例
も
あ
る
こ
と
か
ら 、

音
素
設
定
の
有
効
性
に
つ
い
て
再
検
討
を

求
め
る
立
場
で
の
解
説
で
あ
る 。
具
体
的
な
中
核
音
を
設
定
し
て
表
記
を
考
え

る
⑫
江
本
進
「
中
核
音・
音
声
の
動
的
特
徴・
摩
擦
お
よ
び
音
声
測
定
に
つ
い

て」
(
音
声の
研
究一
四・
四
四
|三)

の
再
説
も
あ
っ
た 。
独
立
し
た
諸
性
質

で
あ
る
た
め
の
要
件
は 、
示
差
的
特
徴
に
よっ
て
示
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が 、

①
③
⑤
③
に
も
い
う
よ
う
に 、
対
立
的
特
性
の
明
細
は
更
に
検
討
さ
れ
よ
う

し 、
立自
由来
レ
ベ
ル
を
め
ぐっ
て 、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら 、
と
れ
か
ら
も
疑
問

が
続
い
て
山山
さ
れ
よ
う 。

そ
の
他
で
は 、
⑬
近
藤一
夫
「
音
声
と
言
語
の
先
験
的
数
斑
構
造」
〈
恩
恕

四
三
|一

二)
は 、
前
著
の
解
説
で 、
「
音
洞」
の
概
念
に
論
狸
数
学
を
組
合
せ 、

音
声
分
化
を
抽
象
的
段
階
で
把
握
す
る
方
式
の
展
開
が
示
さ
れ
て
い
る 。
そ
の

射
程
の
長
さ
は
驚
く
ほ
ど
で
あ
る
が 、
調立日
特
性
を
よ
り
重
視
す
る
立
場
か
ら

は
異
論
も
あ
ろ
う 。
⑬
宮
田
幸一
「
音
色
音
声
学へ
の
試
み」
(
倒
見
女
子大
紀

要
六・
四
三
l一

二)
は 、
音
色
系
に
よ
る
図
式
表
示
と 、
下
顎
の
運
動
よ
り
す

る
音
色
系
体
系
の
分
類
方
法
を
述べ 、
近
時
の
聴
覚
的
分
類
の
傾
向
の
も
の
で

あ
る
が 、
か
つ
て 、
服
部
四
郎
氏
等
に
よっ
て
試
み
ら
れ
た
結
晶
図
式
表
示
な

ど
へ
の
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い 。
⑬
中
野一
雄
「
音
声
言
語
の
科
学
的
研

究」
(
上
智
大外
国
語
学部紀
要二
・

四三
二)
は 、
誤
謬
に
お
ち
入
り
や
す
い

形
而
上
学
的
方
法
に
つ
い
て
の
警
告
で
あ
る 。
な
お 、
ト
ゥ

ル
ベ
ツ
コ
イ
の
⑬

町内の
EロLNC間四
品
R
MU
Z
S-o聞広 之
(一
九三
九)
の
英
訳(のYコω
E口市
〉
玄・

切と
SH0・
口口
守OH日時門司
口問
。曲]民DH口広
]UH何回目切
回
Rr巳
41
白ロι
ドoω
〉ロ・

同市-
g
H由自由)
が
出
版
さ
れ
た 。
「
モ
l
ラ」
や
「
中
和」
に
つ
い
て
は
金
田一

春
彦
氏
の
異
見
も
出
さ
れ 、
変
形
生
成
文
法
で
も 、
再
び
「
中
和」
が
問
題
K

さ
れ
て
い
る 。
有
坂
秀
世
氏
の
批
判
を
通
し
て
プ
ラ
1

グ
学
派
を
理
解
す
る
と

い
う
傾
向
が
な
い
で
も
な
い
乙
の
学
界
で 、
英
訳
本の
普
及
が
果
た
す
役
割
は

少
く
な
い
と
思
わ
れ
る 。

日・
1

現
代
語
の一
般
的
な
解
釈
を
め
ぐっ
て
の
論
は 、
ア
ク
セ
ン
ト

関

係
を
除
い
て
多
く
な
い 。
音
韻
休
系
に
関
す
る
も
の
で
は 、
①
井
上
史
雄
「
東

北
方
言
の
子
音
体
系」
(
言
語
研
究五
二・
四=
T一)
は 、
破
裂
音・
破
擦
音
・

鼻
音
の
系
列
で 、
語
中
の
有
声
子
音
音
由来
を
認
め
る
立
場
の
ほ
う
が
すべ
て
を

記
述
し
説
明
で
き
る
と
と
を
示
し 、

共
時
態
に
お
け
る
複
数
の
休
系
の
共
存
を

認
め
る
立
場
で

の
記
述
が 、
必
要
か
つ
有
益
で
あ
る
と
す
る 。
認
号
の
数
を
AJ

4 



韻
C
ず
る
こ
と
に
よヴ
て ト
体
系
の
記
述
が
簡
潔
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら 、

そ
の
方
法
は
示
唆
に
富
む 。
②
小
泉
保
「
英
語
の
借
用
語
か
ら
見
た
日
本
語
の

音
韻
体
系」
(
静
岡
女
子
大
研
究
紀
要一
・

四三
|一二)

は 、
プ
ラ
l

グ
学
派
の
方

法
に
よ
る
解
釈
で
体
系
の
構
成
を
示
す
新
し
い
試
み
で
あ
る 。
英
語
の
「
音
節

切
り
の
相
関」
と
日
本
語
の
「
突
の
相
関
(円r
E忠
告
吉田
EOロ)」
の
対
応

(
促
音
化
現
象〉 、
中
和
に
よ
る
母
音
の
「
き
乙
え」
の
対
立
と
段
階 、
\ρ\\
Z\

\『\
の
同一
系
列
に
よ
る
処
遇
な
ど
犀
利
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る 。
促
音
・

援
音
に
つ
い
て
は 、
③
大
江
三
郎
「
外
来
語
お
よ
び
外
国
語
と
し
て
の
英
語
の

発
音
に
現
わ
れ
る
促
音
と
按
音
に
つ
い
て」
(
語
学
教
育二
八三
・

四
三
|一一)

も

あ
る 。
挿
入
を
語
の
ま
と
ま
り
か
ら
考
え
る
も
の
で 、
随
時
的
性
格
や 、
ア
ク

セ
ン
ト
・

文
字
表
記
と
の
関
連 、
金
田一
春
彦
氏
の
「
割っ
て」
考
え
る
式
の

対
応
が
偶
然
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
と
と
な
ど
も
述べ
ら
れ
て
い
る 。
三
者
意
見

が
対
立
し
て
い
て
興
味
深
い 。
論
の
進
展
の
た
め
に
は 、
と
ま
か
い
事
例
の一

覧
表
示
が
望
ま
れ
る 。
な
お 、
日
英
の
比
較
は
例
年
ど
お
り
盛
ん
で 、
他
に 、

英
語
側
か
ら
の
強
勢
付
与
に
よ
っ
て
起
る
変
容
を
デ
l

タ
で
示
し
た
④
山
本

茂
「
音
声
面
よ
り
観
察
し
た
日
英
両
語
の
干
渉
に
つ
い
て
11日

本
語
学
習の
場

Aロ
||」(

金
沢
女
子
短
大・
学
葉一
0・
四
三
|一一一) 、

母
音
挿
入
の
例
外
を
同
化

的
現
象
か
ら
説
明
す
る
⑤
大
江
三
郎
「
日
本
語
中
の
外
来
語
に
お
け
る
母
音
呼

応」
(
九
州
大
・

文
学
研
究
六
六
・

四
四
|

九)
な
ど
も
あ
っ
た
(
英
語
学
習
の
た
め

の
比
較
論
が
多い
がこ
と
で
は
ふ
れ
ない) 。
個
別
の
問
題
で
は 、
⑥
中
野一
雄

「
MU
FO
ロ巾
江口
回曲目回目
向。円
H
yo
ω
uL
gr
w
Z曲目白-

5
』釦間以白
ロ冊目刊」
(
音
声
の
研

究一
四・
四
四
|一ニ)

に 、
円持且固
化
さ
れ
た
異
音
の
取
扱
い
に
つ
い
て 、
「
戸\
i」

(同DCH
E
S--片山、)
表
記
の
利
用
な
ど
に
よ
る
論
が
展
開
さ
れ 、
⑦
桝
矢
好
弘

「
破
擦立自
に
関
す
る
こ
三
の
問
題」
(
甲
南
大・
文
学
会
論集三
六・
四
三
|三)

は 、
音
声
学レ
ベ
ル
で
は一
単
位
と
認
め
ら
れ
ず 、
そ
の
名
称
を
音
素
論
レ
ベ

声 ・ 音3包
H 

ル
⑪
も
め
に
せ
よ
と
い
う
も
⑪
でト
I
・
1
⑫
に
関
逐
す
る ω

「ζ
と
ば
の
宇
宙」
は
③
「
擬
態
語」
特
集〈
四
三
|一

O)
を
行っ
た 。
大

久
保
忠
利・
安
本
美
典・
水
沢
謙一
の
諸
氏
が
種
々
の
角
度
か
ら
検
討
さ
れ 、

豊
富
な
材
料
が
集
め
ら
れ
て
い
て
稗
益
す
る
と
と
ろ
大
き
い 。
ζ
の
年
度
の
収

穫
の一
で
あ
る 。
①
東
長
生
「
音
象
徴
考」
(
大
阪
社
会
事業
短大・
社
会
問題
研

究
六
四・
四
四
|九)

に
は 、
日
英
の
形
態
の
比
較
が
あ
る 。
⑬
林
田
明
「
音
声

表
現
と
そ
の
効
果」
(
千
葉大
留
学
生
部
研
究
報
告三
・

四
三
l三)

は 、
方
言
(
長

崎
市〉
に
お
け
る
促
音
化
効
音
化
の
強
意
効
果
が 、
通
時
的
に
も
共
時
的
に
も

日
本
語一
般へ
敷
街
で
き
る
と
す
る
が 、
記
述
的
方
法
が
必
要
で
あ
ろ
う 。

幼
児
語
に
つ
い
て 、
⑪
中
西
靖
子
・

大
和
田
健
次
郎
「
幼
児
の
構
音
の
発

達」
(
東
京
学
芸大
特
殊
教
育
研
究施
設
研
究
紀
要一
・

四三
一ニ)
に 、
子
音
種
類

の
増
加
は
有
意
味
音
節
で
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
ζ
と 、
子品日
の
出
現
と
増
減
の

パ
タ
ー
ン
に
は
個
人
差
が
大
き
い
が 、
印
合同帥
が
共
通
し
て
殆
ど
現
れ
な
い

と
と
な
ど
豊
富
な
調
査
例
が
示
さ
れ
て
い
て
参
考
に
な
る 。

復
刻
ブ
l

ム
の
昨
今
で
あ
る
が 、
今
な
お
引
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
⑫E
・

R
-

エ
ド
ワ
l

ズ
・

高
松
義
雄
訳
「
日
本
語
の
音
声
学
的
研
究」
(
恒星
社
厚
生

閣
四
四
|一

二)
の
再
刊
が
あ
る 。
戦
後
の
学
徒
に
とっ
て
は
あ
り
が
た
い
出
版

で
あ
る 。

H-
2

 ア
ク
セ
ン
ト

に
つ
い
て
は 、
杉
藤
美
代
子
氏
の 、
ペ
ン
オ
シ
ロ
に

よ
る
音
程
動
態
測
定
の
実
験
結
果
に
基づ
く

諸
論
が
特
記
さ
れ
る 。
①
「
動
態

測
定
に
よ
る
東
京
二
拍
語
尾
高
と
平
板
ア
ク
セ
ン
ト

考」
(
音
声
学
会
会
報一

二
九・
四
三
|一

二) 、
②
「
動
態
測
定
に
よ
る
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト

の
解
明」

(一言
語
研
究
五
五
・

四
四
|三) 、

③
「
ア
ク
セ
ン
ト
と
音
程
11日

本
語・
米
語アク

セ
ン
ト

の
関
連

||」
(
要
旨)
(一一言
語
研
究
五
五
・

四
四
l一ニ) 、

④
「
東
京
大
阪
に

5 



お
け
る
無
声
母
音
に
つ
い
て」
(
音
声の
研
究一
回・
四
四
|三) 、

③
「『
丸一←

サ』
考」
(
音
声
学
会
会
報一
三一
了
四
四
|一

二) 、
⑥
「
音
程
動
態
測
定
に
よ
る

大
阪・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

の一
考
察」
(
国
語
学七
九・
四
四
一
二)
で 、
氏
は

下
降
動
態
を
示
す
母
音
の
前
K
ア
ク
セ
ン
ト

が
あ
る
ζ
と
を
実
測
か
ら
確
認
さ

れ 、
①
平
板
と
尾一両
で
動
態
音
程
差
が
殆
ど
な
い
と
と 、
「
て
い
ね
い
な
発
音」

に
乙
そ
区
別
が
現
れ
る
ζ
と 、
「
鼻・
花」
の
差
は
中
高
三
拍
語
の
意
識
の
反

映
で
あ
る
乙
と 、
②
「
お
そ
下
り」「
早
さ
が
り」
の
確
認
と
そ
の
意
味 、
無
声

拍
で
強
さ
が
ピ
ッ

チ
を
補
わ
な
い
こ
と 、
③
下
降
動
態
か
ら
見
れ
ば 、
英
語
も

ピ
ッ

チ・
ア
ク
セ
ン
ト
と
言
い
得
る
乙
と 、
④
⑤
無
声
化
の
実
測
結
果 、
関
東

関
西
で
子
音
の
性
質
が
異
な
る
乙
と
の
予
想 、
無
声
化
の
条
件
は
ア
ク
セ
ン
ト

核
の
欠
如
に
よ
ら
な
い
こ
と 、
無
声
拍
に
ア
ク
セ
ン
ト

あ
り
と
聞
く
の
は
次
拍

の
音
程
動
態
に
よ
る
乙
と 、
⑥
東
京
大
阪
で
二
高一
ア
ク
セ
ン
ト

の
音
程
差
が
異

な
る
乙
と 、
低
起
式・
高
起
式
の一
拍
の
音
程
動
態
の
相
迷 、
大
阪
低
起
式
の

種
々
相
と
表
記
と
の
関
連
な
ど
を 、
豊
富
な
例
示
で
述べ 、
従
来
の
段
観
説
に

根
底
か
ら
の
再
検
討
を
求
め
て
い
る 。
一
方 、
⑦
小
林
隆
治
「
日
本
語
の
音
調

に
関
す
る
実
験
的
研
究」
(
音
声
の
研
究一
四・
四
四
|三)

は 、
音
調
曲
線
の
蓋

本
形
を
微
分
す
る
乙
と
に
よ
っ
て 、
ア
ク
セ
ン
ト

形
式
と
転
調
点
が
抽
象
さ
れ

る
と
し
て 、
音
節
内
転
調
を
否
定
し 、

実
験
結
果
か
ら
段
観
説
を
裏
づ
け
る
論

を
再
説
さ
れ
て
い
る 。
微
分
に
よっ
て
自
然
下
降
な
ど
は
捨
象
さ
れ
る
か
ら 、

杉
藤
氏
の
方
法
と
は
全
く

対
立
す
る
乙
と
に
な
る 。
ま
た 、
発
声
通
則
と
信
号

系
を
別
に
抽
出
す
る
藤
村
靖
氏
の
分
析
も
早
く

示
さ
れ
て
い
る 。
③
川
上
奏

「
無
声
拍
の
強
さ
と
ア
ク
セ
ン
ト

核」
(
国
学
院
大・
国
語
研
究二
七・
四
四
|一二)

で
は 、
無
声
拍
は
そ
の
直
前
の
拍
の一角
さ
に
同
調
し
て
実
現
さ
れ
る
と
解
釈

し 、
ア
ク
セ
ン
ト

核
を
無
声
拍
の
直
前
に
あ
る
も
の
と
み
な
す
原
則
が
提
唱
さ

れ 、
強
さ
が
ピ
ッ

チ
を
補
う
場
合
の
あ
る
乙
と
を
述べ
て 、
@
@
⑤の
実
測
と

異
る
点
が
あ
る 。
音
韻
論
的
立
場
を
加
え
て
の 、
と
れ
ら
諸
説
の
更
な
る
検
討

は 、
ア
ク
セ
ン
ト

論
の
展
開
に
大
き
な
実
り
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う 。
⑤

平
山
輝
男
「
な
ぜ
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト

は
崩
壊
し

や
す
い
か
に
都立
大・
人
文
学

報
六
九・
四
四
|一一)

は 、
集
団
構
成
の
人
為
的
要
因
に
加
え 、
母
音
の
明
瞭
度

の
低
下
と
無
声
化 、
型
の
変
化
と
度
数
な
ど
に 、
暖
昧
化
か
ら

崩
壊
ア
ク
セ
ン

ト
成
立
の
理
由
を
求
め
た
要
説
で 、
ア
ク
セ
ン
ト

核
と
無
声
拍
の
関
係
に
つ
い

て
②
④
⑤
③
と
関
連
す
る 。
そ
の
他
で
は 、
休
止
を
伴
う
頭
高
接
頭
辞
の
強
勢

機
能
を
例
示
し
た
⑬
青
柳
精
三
「
〉
り巾
B
R
g
吾、O
HU-
z
r
o同
ωO
B巾

P0・

mu?
ωzs
ω
2
5口口2
5
r
宮
ロ四回向」
(
音
声
の
研
究一
四・
四
四
|一ニ)

が
あ

っ
た 。
変
形
生
成
文
法
か
ら
の
試
み
で
は 、
⑪
早
田
輝
洋
「
東
京
方
言
の
文
に

お
け
る
声
の
高
さ
の
型
に
つ
い
て」
(日
本
方
言
研
究
会
原
稿
集
八・
四
四
|

五〉

に 、
高
さ
の
型
を
予
測
す
る
音
形
規
則
が
示
さ
れ
て
い
る
が 、
詳
細
の
発
表
が

待
た
れ
る 。
⑫
田
村
す
ず
子
「
形
態
論
E」
(ζ
と
ば
の
宇
宙
四三
l

四)
は 、

ア
ク
セ
ン
ト

索
交
替
に
つ
い
て
の
規
則
例
示
に
よ
る
解
説
で
あ
る 。

イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
論
で
は 、
⑬
〈・
〉・
〉三四
回目。〈
「ω同u
snyH
Eo
s­

Zo
口」

(
音
声
の
研
究一
四
・
四
四
l一ニ)
に、

E
Sロ曲
氏。ロ
巳
〈
R
Eロ
7
5
5・

口白片品口口白
ご
ロ
g円広三-
zgロ冊
目?
各レ
ベ
ル
の
相
関
に
つ
い
て
ふ
れ 、
⑬
西

原
忠
毅
他
「
〉口
開同旬開
ロ
ヨ
g
E
ω
Z向日可
O『
H
EC
E
己O口
一回

河口
HEロ

ω
宮市ny
F
口」
(
九
州
大・
号一口
語
科
学
四・
五 、
四
三
|

三
・

四
四
|

三)
は 、
「
北

風
と
太
陽」
を
テ
キ
ス
ト
に 、
東
京・
大
阪・
米・
独・
仏・
中・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア・
ウ
l

ヅ
l・

ベ
ン
ガ
ル・
タ
イ
の
諸
語
の
オ
シ
ロ
グ
ラ
フ
表
示
を
の
せ

た
も
の 。
⑬
藤
村
靖
「
言
語
と
医
学」
(
思
想
四三
|

士
じ
に
は 、
音
素
の
弁

別
機
能
と
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
知
覚
機
能
の
本
質
的
差
異
が 、
精
神
生
理
的

差
異
と
対
応
す
る
乙
と
の
解
説
が
あ
り 、
関
連
諸
学
に
依
存
す
る
乙
と
の
多
い

だ
け
に 、
と
の
分
野
で
も
新
た
な
研
究
の
展
開
が
日比
ら
れ
よ
う 。
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韻

日
・
3
昭
和
四
三
年
八
月
二一
日
の
朝
日
新
聞
は 、
日
立
製
作
所
の
「
多

重
化
音
声
合
成
方
式」
の
開
発
を
報
道
し
た 。
予
想
を
上
ま
わ
り 、
近
年
の
人

工
音
声
に
関
す
る
研
究
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る 。
①
『
情
報

の
科
学
E

音
声
の
合
成』
(ラ
テ
ィス
四=
T七)
に
は 、
坂
井
利
之
氏
外
六

氏
に
よ
り 、
最
近
の
ア
ナ
ロ
グ
合
成
の
諸
方
式
や
装
置
の
紹
介
が
あ
り 、
②

「
電
子
通
信
学
会
誌」
(
五一
l

二
・

四=
丁一
一)
は
音
声
特
集
号
で 、
二
ニ

篇
の
論
文
を
収
め
る 。
③
「
音
声
学
会
会
報」
(一
二
七・
四=
T四)
に
も
鈴

木
松
美
氏
の
合
成
装
置
の
紹
介
が
あ
る 。
乙
れ
ら
は
筆
者
の
ご
と
き
文
献
史
学

の
徒
の
理
解
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
が 、
啓
蒙
的
な
文
章
も
多
く
なっ
て
い

る 。
④
小
西
孝
道
「
話
す
機
械
|音

声
合
成
装
置の
研
究
|」

(
月
刊
百
科
七
0・
四

一一一
|

七)
⑤
中
間
和
男
「
音
声
の
合
成
と
そ
の
認
識」
(
自
然四
四
|

六)
⑤
同

「
音
声
の
機
械
処
理
と
そ
の
問
題」
(
言
語
生
活二一
七・
四
四
|一

O)
な
ど 。

い
ず
れ
も
聴
覚
機
能
や
音
声
認
識
に
つ
い
て
ふ
れ
る
も
の
だ
け
に 、
本
誌
で
も

入
門
講
座
の
ど
と
き
で 、
そ
の
関
速
に
つ
い
て
の
解
説
が
望
ま
れ
る 。
そ
の

他 、
実
験
的
研
究
で一言
語
学
関
係
誌
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は 、
パ
l・

ボ
イ

ス
・

プ
リ
ン
ト

に
よ
る
分
析
と
メ
モ
リ
ー-

ス
コ
ー

プ
を
使つ
て
の
⑦
鈴
木
絵

美
「
個
人
音
声
の
識
別」
(
音
声
学
会
会報
=
δ・
四
四
|四) 、

遮
断
周
波
数

を
変
化
さ
せ 、一両
域
フ
ィ

ル
タ
を
用
い
て
等
高
線
表
示
を
す
る
方
法
と
そ
の
精

度
の
高
い
実
験
成
果
の
報
告
③
小
林
隆
治
「
音
声
分
析
の一
方
法
(の
包
含白­

g
a
〉
E
守田町)
の
提
案」
(
音
声
学
会
会
報
=
三
・

四
四
|八)

が
あっ
た 。

声・音

m
・
1

史
的
研
究
は 、
上
古
と
漢
字
音
関
係
に
論
が
集
中
し
た 。
上
古
で

は 、
著
書
に 、
①
馬
淵
和
夫
『
上
代
の
こ
と
ば』
ハ
至
文
堂
四
三
|一

二〉
が
あ

る 。
新
見
に
充
ち
た
意
欲
的
な
啓
蒙
書
で
あ
る
が 、
そ
の
紹
介
は
諸
氏
の
そ
れ

に
ゆ
ず
り
た
い 。〔
橋
本
四
郎
(
解
釈
と
鑑
賞
四
四
|一ニ)

船
城
俊
太
郎
(
言
語
と
文

ヨ包
日

可
芸六五・
四
四
|

七)
木
下
正
俊
(
言
語
生
活二
二ハ・
四
四
|

九)
阪
倉
篤
義
(
国

一
語
学八
0・
四
五
l一二)

な
ど〕 。
隣
接
す
る
分
野
か
ら
は 、
②
真
武
直
『
日
華
漢

語立回
韻
論
考』
(
桜
風
社
四
四
|

九) 、
①
小
沢
重
男
『
古
代
日
本
語
と
中
世
モ
ン

ゴ
ル
語
ーその若干の

単語の
|

比
較
研
究』
(
風
間
書
房四
三・
三)
が
出
さ
れ
た 。

②
は
A
4
判
七
O
O
頁
に
多
数
の
精
密
な
図
表
を
付
し
た
大
著
で 、
著
者
の
学

位
論
文
の
公
刊
と
い
う 。
第
二
部
上
代
特
殊
仮
名
音
韻
考 、
第
三
部
上
古
漢
語

立目
韻
考
に 、
中
国立日
韻
史
の
知
見
を
基
に 、
等
位
の
分
析
等
に
よ
る
詳
細
な
漢

字
音
の
比
定
が
な
さ
れ
て
い
る 。
そ
の
正
確
な
紹
介
は
容
易
で
な
く 、
ま
た
そ

の
余
裕
を
も
た
な
い
が 、
中
国
語
学か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
ζ
の
よ
う
な
形
で

ま
と
め
ら
れ
る
の
も
学
の
進
展
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う 。
③
に
は 、
閉
音
節
終

止
の
仮
説 、\己\
の
想
定 、
母
音
交
替
と
モ
ン
ゴ
ル
語「一
の
折
れ」
の
対
応
な

ど
興
味
あ
る
問
題
提
起
が
見
え
る 。
モ
ン
ゴ
ル
諮
に
関
し
て
は 、
村
山
七
郎
氏

の
書
評
に
き
び
し
い
意
見
が
述べ
ら
れ
た
(
言
語
研
究五
五・
四
四
|一ニ) 。

日
本

語
側
か
ら
の
検
討
が
待
た
れ
る 。
論
文
で
は 、
ま
ず 、
森
山
隆
氏
の
母
音
組
織

に
つ
い
て
の
諸
論
が
あ
げ
ら
れ
る 。
③
「
裂士山
倭
人
伝
の
倭
語
表
記
|古

代
日

本
語の
投
影
|」(

国
語
国
文
四
O四・
四
三
|

四) 、
⑤「
陪
書
倭
国
伝
に
お
け
る
国

語
表
記
に
つ
い
て
利・
尼・
堆
な
どの
用
法
|」

(
九
州
大・
文
学論
輯一
五・
四

三
|三) 、

⑤「
上
代
ア
列
の
後
母
音
性」(
国
語
学七
四・
四
三
l

九) 、
⑦「
上
代

ア
列
音
節
の
有
尾
韻
字
に
よ
る
表
記
に
つ
い
て」
(
文
学論
橋
二ハ・
四
四
|=一)

③
「
上
代
ウ
列
表
記
の
変
遷
に
つ
い
て
ーそ

の
後
母
音性の
検
討
|」

(糊畑
一諸…

記念
論
文
集
四
四
|一

O
Y
乙
れ
ら
は 、
男
女
母
音
対
応
の
「
披
行
的
痕
跡」
現

出
の
解
釈
に
つ
い
て 、
基
幹
母
音
狭
小
化
の
方
向
を 、
仮
名
用
字
と
漢
字
音
と

の
対
比
の
上
か
ら

推
定
し
た
も
の
で 、
④
ア
列
表
記
魚
部
所
属
字・
オ
列
乙
表

記
之
部
蒸
部
所
属
字
と
上
古
音
の
比
定
な
ど
か
ら 、
ア
列・
オ
列
甲・
オ
列
乙・

ウ
列
の
各
母
音
が
上
代
語
よ
り
開
き
加
減
で
あっ
た
ζ
と
の
推
定 、
⑤
恰
灰
韻
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-
歌
韻
所
属
字
の
用
法
か
ら 、
ア
列・
オ
列
申
に
対
立
す
る
オ
列
乙
の
推
古
朝

以
前
の
音
価
推
定 、
⑥
歌
韻
系
字
母
多
用
に
よ
る
ア
列
の
後
母
音
的
性
格
の
指

摘
(
有
坂
説)
は 、
舌
音
系
麻
削
字
母
の
頭
子
音
の
制
約 、
上
士口
歌
部
出
自
麻

韻
系
字
母
の
特
殊
な
条
件
か
ら

主
張
で
き
な
い
と
す
る
批
判 、
麻
韻
系
常
用{子

の
存
在 、
推
古
朝
の
支
韻
系
字
母
の
借
用
な
ど
か
ら
の
推
古
朝
以
降
ア
列
の
非

後
母
音
化
傾
向
の
指
摘 、
①仙
系
字
母
使
用
が
主
流
の
中
で
の 、
白
系
字
母・

中
舌
的1
?
系
字
母
使
用
の
特
殊
性
格
か
ら
す
る
ア
列
の
非
後
母
音
的
傾
向
の

推
定 、
③
尤
韻
虞
韻
系
字
母
の
先
行
関
係 、
41
系
字
母
の
ウ
列
オ
列
表
記
並
用

と
模
韻
系
字
母
使
用
の
関
係
か=り
す
る
ウ
列
の
非
後
母
音
化
傾
向
の
捻
定 、
な

ど
が
述べ
ら
れ
て
い
る 。
漢
字
音
と
の
比
定
は
慎
重
で
説
得
力
に
富
む 。
特
殊

仮
名
遣
の
消
滅
過
程
を
子
音
の
調
音
点
に
関
し
て
考
え
て
来
た
従
来
の
い
き
方

に
対
し 、
そ
の
因
を 、
本
来
す
ぐ
れ
て
男
性
的
で
あっ
た
ア
列
ウ
列
の
非
後
母

音
化へ
の
変
容
に
把
え
よ
う
と
す
る
労
作
で
あ
る 。
①
②
と
は
比
定
の
方
法
も

推
定
も
異
な
り 、
そ
れ
ら
と
の
検
討
は
上
代
の
母
音
体
系
を
考
え
る
上
に
必
須

な
も
の
に
思
え
る 。
な
お 、
特
殊
仮
名
遣
消
滅
の一
因
に 、
語
形
成
の
多立目
節

化
傾
向
を
あ
げ
る
⑨
阪
倉
篤
義
「
日
本
語
の
歴
史
中
古」
(
解
釈と
鑑
賞四四

|一
二)
の
再
説
も
あ
っ
た 。
⑬
真
武
直
「
上
代
特
殊
仮
名品目
の
音
位
と
そ
の

音
価」
(締抑制時
記
念論
文
集
四
四
|一

O)
は
②
の一
部
の
要
説
で 、
甲
類一

二
四
等
直
音
性
長
音 、
乙
類
三
等
動
音
性
短
音
の
原
則
に
外
れ
る
音
位
の
対
比

関
係
を 、
夏
侯
詠
以
後
の
後
起
的
事
象
の
所
為
と
し
て 、
東
周
以
降
河
南
省
地

帯
の
師
儒
伝
承
の
古
音
を
背
景
に
考
え
る 。
三
等
介
音
の
処
遇
に
悩
む
国
語
史

家
に
は
明
確
に
す
ぎ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る 。
中
国
語
学
の
側
か
ら
で
は 、
@

鳥
井
克
之
「
万
葉
字
音
仮
名
と
中
国
語
音
韻
(
上・
下)」
(
関
西
大・
文
学論
集一

七
|四・一

八
|三 、

四三
|一
・

四
四
!一)

も
あっ
た 。
広
韻
を
用
い
た一
覧

表
示
形
式
の
も
の
で 、
仮
名
の
用
字
上
の
特
徴
や
結
合
的
性
格
は
考
慮
し
な
い

巨
視
的
な
方
法
の
た
め
通
説
と
異
な
る
見
解
が
見
え
る 。
「
上
代
音
韻
致」
な

ど
が
参
照
さ
れ
て
い
な
い
の
は
不
可
解
で
あ
る 。
な
お 、
⑫
頼
惟
動
「
日
本
に

お
けa
る
漢
字・
漢
文」
(
中
国
文
化
叢
舎九・
大
修
館
書
庄
四三
|一一)

は 、
「
伊

都
国」
「
邪
馬
蓋」
の
用
字
を
義
字
的
用
法
と
指
摘
す
る 。
前
記
諸
論
で
漢
字

音
と
の
対
比
が
極
め
て
精
密
な
作
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
だ
け
に 、
文
化
史

的
背
景
の
解
明
が
あ
ら
た
め
て
問
題
に
さ
れ
よ
う 。
そ
の
他 、
個
別
の
音
に
つ

い
て 、
⑬
福
田
良
輔
「
古
事
記
の
多
元
性
に
つ
い
て
|甲

乙ホ
音
の
存
否
をめ
ぐ

っ
て
|」

(
青
山
学院
大
文
学部
紀
要一一
了
四
四
|=一)

は 、
「
割
能
適
適
芸」
を

皇
統
譜
編
入
の
際
の
用
字
の
改
変
と
み
る
ζ
と
な
ど 、
甲
乙
の
区
別
を
認
め
る

立
場
の
補
強 、
再
説
で
あ
る 。
イ
列
音
で
は 、
⑬
服
部
四
郎
「
書
評
平
山
輝

男
著
『
琉
球
方
言
の
総
合
的
研
究』
」
(
国
語
学七
四・
四三
九)
に 、
首
里
方

言
と
対
比
し
て 、
甲
類
\ru\
↓\rH\ 、
乙
類
\
在\
↓\
E\
と
解
釈
す
る
意

見
も
見
え
た 。

音
節
構
造
に
つ
い
て
の
も
の
で
は 、
⑬
鶴
久
「
上
代
の
借
訓
仮
名
と
母
音
脱

落
現
象
を
め
ぐっ
て」
(
万
葉
六
六・
四=
丁二)
は
橋
本
説
の
批
判
で 、
後
項

の
頭
母
音
音
節
の
脱
落
は
語
梁
的
現
象
で 、
母
音
の
広
狭
に
か
か
わ
る
の
で
な

く 、
母
音
音
節
を
欠
い
た
形
が
単
独
に
並
存
し
て
い
る
と
と
を 、
訓
仮
名
表
記

の
上
か
ら

手
が
た
く

確
認
し
た
も
の
で
あ
る 。
た
だ 、
単
独
形
の
と
り
あ
っ
か

い
K
つ
い
て
は
異
論
も
あ
る
ゃ
に
思
わ
れ
る 。
⑬
桜
井
茂
治
「
古
代
日
本
語
の

音
節
構
造
に
つ
い
て
ーそ

の
特
質と
解
釈
|」

(
国
学院
雑誌
七
三
五・
四三
|七〉

で
は 、
母
音
脱
落
を 、
母
音
連
続
に
よ
る
暖
昧
化
の
現
象
と
み
て 、
乙
れ
を
シ

ラ
ピ
l

ム
と
し
て
把
鐙
し 、
上
代
語
に
二
重
母
音・
長
母
音
の
シ
ラ
ビ
l

ム
的

性
格
を
想
定
す
る 。
由同
↓ゅ
は
と
も
か
く 、
目白
↓巾
o-
↓日
は
仮
説
に
す
ぎ
な
い

か
ら 、
そ
の
上
の
立
論
は
無
理
な
点
が
あ
ろ
う
し 、

⑬
で
指
摘
さ
れ
た 、
脱
落

例
が
各々
独
立
し
た一
音
節
語
を
具
備
し
て
い
る
事
象
へ
の
照
会
も
な
さ
れ
ね
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ば
な
る
ま
い 。

母
音
交
替
に
つ
い
て
は 、
⑫
川
端
善
明
「
母
音
の
体
制
的
交
代」(
万
葉
七二

・
四
四
|一

一〉
が
あっ
た 。
氏
の
い
わ
れ
る
「
形
状
言」
の
実
現
を 、
男
女
母

音
構
造
の
体
制
的
交
替
の
ゆ
れ
に
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で 、
交
替
事
例
の

解
釈
に
す
る
ど
い
見
解
が
示
さ
れ 、
ま
た
ロ
想
定
の
可
能
性
ゃ 、
意
義
関
係

を
交
替
に
関
与
さ
せ
な
い
基
本
的
な
方
法
な
ど 、
独
自
の
展
開
が
見
ら
れ
る 。

⑬
阪
倉
篤
義
「
国
語
史
資
料
と
し
て
の
木
簡
l

藤
原・
平
城
両
宮
跡
出土
の
木
簡に

つ
い
て
|」

(
国
諮
学七
六・
四
四
|三)

で
は 、
助
詞
「
も」
に
「
牟」
を
あ
て

た
例
の
報
告
が
あ
り 、
O
V
E
交
替
に
新
事
例
を
加
え
る 。

清
濁
で
は 、
⑬
西
宮一
民
「
注
意
す
べ
き
上
代
清
濁
音
葉一
覧」
(
皇
学
館

論
叢
ニ
|

四・
四
四
|八)

が
あ
っ
た 。
木
下
正
俊
氏
の
表
(
解
釈
と
鑑
賞三
五
|

九〉
は
参
照
さ
れ
て
い
な
い
が 、
両
者
で
相
補
う
語
も
あ
る 。
@
岡
崎
正
継

「
係
助
詞
『
曽』
の
清
濁
に
つ
い
て」
〈
梅
光
女
学
院
大・
国
文
学
研
究五・
四
四

|
二)
は 、
人
麻
呂
歌
集
等
に
濁
音
仮
名
使
用
が
多
い
と
と
か
ら
清
音
説
を

批
判
す
る
が 、
早
く

鶴
久
氏
の
指
摘
す
る
と
と
ろ
(語
文
研
究
八・
三
四
|一一) 。

表
記
に
も
関
連
す
る
が 、
@
五
十
嵐
仁一
編
『
上
代
仮
名
遣
辞
典』
〈
小
学
館
四

四|
七)
が
出
版
さ
れ
た 。
多
年
の
調
査
に
な
る
も
の
で 、
木
下
正
俊
氏
の
紹

介
が
あ
る(国
語
学八
0・
四五
|一ニ)。

韻

m-
2

中
古
で
は 、
著
書
に 、
①
築
島
裕『
平
安
時
代
語
新
論』
(
東
京大
学

出
版
会
四
四
|

六〉
が
あ
る 。
ζ
の
領
域
に
関
し
て
も
豊
富
な
訓
読
語
資
料
が
整

理
し
て
示
さ
れ 、
異
色
の
通
論
で
あ
る 。
大
坪
併
治
氏
の
書
評
が
あ
る
(
国
語

学
八
0・
四
五
|三) 。

②
五
十
嵐
仁一
「
日
本
霊
異
記
の
特
殊
仮
名
遣
|

訓
釈
を

中
心
と
し
て
l
」

(
国
学
院
大
・

国
語
研
究
二
五
・

四
三
|一
ニ)

は、

用
例
一

覧
よ
り

コ
に
の
み
書
分
け
が
残
存
す
る
乙
と
の
確
認 。
中
古
よ
り
近
世
に
か
け
て
は 、

古 "'"
F ・ 回

"'" 
日

長
音
に
関
し
て
論
が
集
まっ
た 。
③
都
竹
通
年
雄
「
ア
ウ・
オ
ウ
か
ら
オ
lへ」

(
近
代
語
研
究
ニ・
四
三
l一) 、

④
高
松
政
雄
「
平
松
本
平
家
物
語
の一
一陶

|
非

標
準
的
異
表
記
を
め
ぐ
っ
て
|」

(
国
語
国
文
四
O
六
・
四
三
|
六)、

⑤
迫
野

皮
徳

「
仮
名
文
に
お
け
る
劫
音
仮
名
表
記
の
成
立」
(
語
文研
究二
六・
四
三
|一

O) 、

⑥
亀
井
孝
「
口
語
の
償
用
の
徴
証
に
つ
き
そ
の
発一
掘
と
評
価」
(
国
語
学七

六・
四
四
i一一一) 、

③福
島
邦
道「『
見ゅ
う』
と
『
見ょ
う』
の
交
替」(説糊酬祉

国
語
学論
集
四
四
|六)

な
ど
で
あ
る 。
③
は 、
オ
列
長立自
の
存
在
を
早
い
時
期

に
お
き 、
類
推
に
よ
る
ウ
表
記
か
ら 、
院
政
末
に
オ
↓
オ
ウ
と
なっ
た
と
推
し 、

ア
ウ・
オ
ウ
の
統一
を
「
片
言」
な
ど
よ
り一
七
世
紀
中
葉 、
棒
印
表
記
の
復

活
な
ど
よ
り
オ
ウ
↓
オ
l

の
完
成
を
十
八
世
紀
初
頭
と
み
る 。
④
は 、
表
題
の

資
料
に
お
い
て 、
動
音
表
記
の
不
統一
が
見
ら
れ
る
の
は
口
頭
語
の
反
映
と
す

る
も
の 。
⑤
は 、
鎌
倉
以
降
平
仮
名
表
記
が
ヤ
ウ
型エ
ウ
型
の
み
で 、
ヨ
ウ
型

を
も
た
な
い
実
態
よ
り 、
エ
ウ
の
長品目
化
完
了
を
鎌
倉
以
前
の
早
い
時
期
に
想

定
す
る 。
@
は 、
イ
ウ
の
長
音
化
が
清
原
家
旧
蔵
鎌
倉
紗
本
御
注
孝
経
に
見
え

る
乙
と
な
ど 、
慣
用
の
ふ
る
さ
につ
い
て
述べ
る
と
と
ろ
が
あ
る 。
⑦
は 、
ロ

ド
リ

ゲ
ス
『日
本
小
文
典』
の
記
述
な
ど
か
ら 、
「
見
ゅ
う」
が
効
長
音
に
発

音
さ
れ
た
事
例
を
示
し 、
当
代
の
漢
字
音
花
見
ら
れ
るユ
ウ
韻
ヨ
ウ
韻
交
替
と

軌
を一
に
す
る
も
の
と
考
え
て
い
て 、
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う 。
た
だ 、
⑤

で
は 、
訓
点
資
料
に
お
け
る
ヨ
ウ
型
表
記
の
実
状
と
対
比
す
る
と 、
平
仮
名
表

記
の
もつ
視
覚
的
特
性
も
関
係
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
資
料
に
よ
っ

て
は

「
き
ょ
う
く

ん」
(
元
暦二 、
熱
田
神
宮文
書)
の
ご
と
き
例
も
あ
る
よ
う
で
あ

る 。
⑦
で
は 、
ヨ
ウ
↓ユ
ウ
型
が一
般
で
あ
る
の
に
対
し 、
ユ
ウ
↓ヨ
ウ
型
は

語
架
的
も
し
く
は
方
言
的
一偏
り
を
見
せ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
ら 、
そ
の
あ

た
り
の
整
理
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る 。
い
ず
れ
も 、
長
音
化
を
早
い
時
期
に
考

え
る
傾
向
が
見
ら
れ 、
資
料
の
裏づ
け
が
進
め
ば
通
史
的
記
述
も
遠
か
ら
ず
書
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き
改
め
ら
れ
る
と
と
に
な
ろ
う 。

中
世
で
は 、
③
小
林
芳
規
「
日
本
語
の
歴
史

中
世」
(
解釈
と
錯
覚
四
四
|

て
乙
が
あ
る 。
訓
読
語
資
料
に
よ
る
鎌
倉
時
代
語
の
索
摘
で 、
①
に
つ
づ
く

内
容
の
豊
富
な
解
説
で
あ
る 。
⑤
と
同
種
の
新
用
例
な
ど
長
音・
漢
字車自
に
つ

い
て
の
新
資
料
も
示
さ
れ 、
東
国
関
係
資
料
に
お
け
るハ
行
四
段
促
音
便
化
の

指
摘
な
ど 、
新
し
い
分
野
に
つ
い
て
の
記
述
の
展
開
も
あ
る 。
な
お 、
⑤
は

「
い
か
が
は
せ
ん
ど
ま
ど
ひ
け
り」
(
光
広
本
徒
然
草五
三
段)
の
連
声
例
な
ど
も

注
意
深
く

指
摘
し
て
い
る 。
中
世
末
期
で
は 、
③
今
泉
忠
義
『
日
葡
辞
書
の
研

究
音
韻・
字
音』
(
桜
楓
社四
三
|

四・
四
四
|一一)

が
出
さ
れ
た 。
多
年
の
調

査
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で 、
ζ
の
資
料
の
示
す
特
色
が
烏
撤
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た 。
⑬
遠
藤
邦
基
「
類
推
|7

行
音
とパ
行
音の
交
替
を
中心
に
|」

(
光
華

女
子
大
紀
要
六・
四
四
|一)

は 、
江
戸
期
に
至
る
ま
で
の
発
生
史
的
に
処
理
で

き
な
い
例
を
あ
げ
て 、
俗
用
で
は
類
推
が
交
替
の一
因
を
な
し
て
い
る
と
述べ

る 。
近
世
で
は 、
@'
岩
淵
悦
太
郎
「
口
調
資
料
の
国
語
史
的
価
値」
(
国
語
学七

六・
四
四
|一ニ)

に 、
「
割っ
て
す
る
発
音」
や
「
鼻
に
入
れ
る」
入
声
音
は
音

楽
上
の
要
請
と
解
す
な
ど 、
資
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
戒
心
すべ
き
注
意
が

示
さ
れ
た 。
近
世
関
係
は
③
⑬
の
二
篇
ぐ
ら
い
で 、
他
の
時
期
の
研
究
に
比
し

て
淋
し
い
も
の
が
あ
る 。

m・
3
ア
ク
セ
ン
ト

史
に
つ
い
て
は 、
声
点
の
機
能
と
資
料
の
取
扱
い
に

関
す
る
検
討 、
変
形
生
成
文
法
に
よ
る
記
述
が
ζ
の
年
度
の
特
色
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る 。
①
桜
井
茂
治
「
日
本
語
の
母
韻
調
和
と
ア
ク
セ
ン
ト
|

原
始日
本
語

の
ア
クセン
ト

を
考
え
る
l」

(
国
学
院
大・
国
語
研
究二
五・
四三
l一ニ)

で
は 、

有
坂
氏
の
結
合
例
が
院
政
期
ア
ク
セ
ン
ト

資
料
で
ほ
ぼ
全
平
調
で
あ
る
と
と
か

ら 、
母
音
体
系
と
の
関
連
を
追
求
し
て
い
て
興
味
深
い 。
偶A口
か
否
か
が
今
後

の
問
題
で
あ
ろ
う 。
②
関一
雄
「
平
安
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
複
合
動
詞
に
関

す
る
私
見|
『扇をさし隠す』
の
解釈をめぐっ
て
|」(山口
大文学会誌二O|

一
・

四
四
l

七)
は 、
複
合
語
の
差
声
点
で 、
意
味
の
明
確
化
の
た
め
の
作
為
が

働
い
て
い
る
例
に
ふ
れ
る 。
@
ζ
ま
つ
ひ
で
お
「
声
点
と
そ
の
機
能
E
②」

(
国
語
国
文
四
Oニ・
四
三
|一一)

は 、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
で
の
疎
伎
と
も
見

え
る
声
点
楳一不
に 、
主
要
機
能
と
し
て
の 、
複
点
に
よ
る
「
濁
音
が
な
の
卓
立

標
示」
の
性
格
を
指
摘
し
て 、
濁
点
標一不
の
成
立
に
ふ
れ 、
声
点
資
料
の
よ
み

の
深
さ
が
示
さ
れ
て
い
る 。
④
桜
井
茂
治
「『
日
本
書
紀』
傍
訓
の
声
点

|図

書
祭
本・
神
代
紀
下
巻
につ
い
て
|」

(
国
学院
雑
誌七
四
八・
四
四
|八)

も 、
③
の

濁
音
卓
立
方
式
が
表
題
の
資
料
に
見
え
る
乙
と
を
述べ
る 。
た
だ
用
例
は
甚
だ

少
い 。
変
形
生
成
文
法
よ
り
の
も
の
は 、
⑤
早
回
輝
洋
「
平
安
時
代
の
動
詞
の

ア
ク
セ
ン
ト

に
つ
い
て」
(
要
旨)
(
言
語
研
究五
五・
四
四
|一ニ) 、

③
同
「
日
本

語
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト」

(NH
K
総
会放
送
文
化
研
究
所・
文
研月
報一
八
|一

0・
四三
|一

O)
が
あ
る 。
⑤
は 、
ア
ク
セ
ン
ト

を
含
め
た
活
用
体
系
の
音
形

規
則
表
示 。
⑤
は 、
平
安
朝
の
抽
象
(推
定)
形
か
ら 、
各
地
方
言
形
が
生
成

さ
れ
る
過
程
を
音
形
規
則
κ
よ
っ
て
体
系
的
に
記
述
し
た
も
の
で 、
意
欲
的
な

研
究
で
あ
る 。
規
則
表
示
は
資
料
の
多
少
で
大
き
く

変
わ
る
か
ら 、
史
的
研
究

の
側
か
ら
の
検
討
が
望
ま
れ
る 。

音
便
に
つ
い
て
は 、
⑦
奥
村
三
雄「
サ
行
イ
音
便
の
消
長」(
国
語国
文
四
O一・

四
三
|一)

が
あっ
た 。
現
代
諸
方
言
に
お
け
る
法
則
的
傾
向
が
史
的
事
実
の

反
映
で
あ
る
乙
と
を
論
じ 、
ア
ク
セ
ン
ト

史
の
問
題
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る 。
資

料
の
分
析
は
明
解
で 、
京
阪
語
に
お
け
る
そ
の
消
長
は
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
と
い
え
よ
う 。
な
お 、
個
々
の
資
料
に
つ
い
て
事
例
の
検
索
を
行っ
た
論
も

あ
る
が
省
略
す
る 。
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韻

m・
4

E・
ー
に
あ
げ
た
も
の
や 、
E・
2

①
③⑨
な
ど
も
含
め 、
漢
字

音
に
関
す
る
研
究
が 、
史
的
分
野
で
は
最
も
盛
で
あっ
た 。
ま
ず 、
岡
本
勲
氏

カタヲグワタ

に
次
の
諸
論
が
あ
る 。
①「
日
本
漢
字車自
に
於
け
る
規
範
と
事
実
l佳

録
画
汰・

郡安の
字
音
量っ
て
|」

(
図
書
文
四
O
七・
雪
丁
七〉 、
②
「
日
本
漢
字
音

に
於
け
る
頭
子
音
の
清
濁

|
韻
鏡
清の
字に
し
て
日
本
字
音
濁
と
な
る
もの
に
就
て

|
(
上・
下)
」
(
国
語
国
文
四
士
了
四一
三 、
四
三
|一

二・
四
四
l一〉 、

③「パ

・
ダ
行
音
の
前
の
鼻立目
的
要
素
は
上
代
中
古
に
遡
り
得
る
か
|

漢
音に
於
ける
明

母泥
母
の
音
価よ
りの
鍛
定
1」

(
国
語
国
文四一
七・
四
四
|五〉 、

④
「
日
本
漢
字

立自
に
於
け
る
止
摂
の
所
調
長
音
表
記
に
就
て
|

韻鋭
の
開
合・
関・
合の
分
類
基
準

との
関
聯に
於て
l」

(
国
語
国
文
四二
0・
四
四
|八) 。

①
佳
泰
夫
韻
ア
は
中
国

側
の
世田
V曲
の
傾
向
の
影
響
に
よ
る
固
定
化 、
庚
韻
二
等
三
等
の
区
別
は
連
続

的
な
も
の
で 、
介
音
知
何
に
か
か
わ
り
二
等
字
に
ア
ウ・
エ
イ
両
韻
が
あ
ら
わ

れ
る
と
と
な
ど 、
②
表
題
の
慣
用
が
中
国
側
の
有
声
化
(
軟
化)
の
史
的
傾
向

に
対
応
し 、

呉
音
系
に
そ
の
傾
向
の
多
い
乙
と
の
検
討 、
③
陽
声
韻
パ
・

ダ
行

音 、
陰
声
韻7・
ナ
行
音
字
の
存
在
は
唐
代
西
北
方
音
等
に
共
通
す
る
事
象
で 、

明
泥
母
に
鼻
音
要
素
が
想
定
さ
れ 、
そ
の
両
行
に
ゆ
れ
る
音
写
か
ら 、
本
来
の

国
語
の
パ
・

ダ
行
が
鼻
音
的
わ
た
り
を
伴
わ
な
か
っ
た
と
い
う
推
定 、
④
日
本

漢
字
音
で
イ
イ
韻
を
示
す
も
の
の
鋤
音
介
母
反
映
の
様
相
と 、
中
国
側
の
合
口

介
母
の
状
態
か
ら 、
六・
八・
九
と
四
の
各
転
に
微
弱
な
合
口
介
母
の
存
在
を

想
定
し 、
開・
合
の
連
続
的
性
格
を
認
め 、
「
関
合」
を
便
宜
的
に
設
定
さ
れ

た
中
間
段
階
の
謂
で
あ
る
と
す
る 。
②
に
よ
れ
ば 、
若
絡
太
批
な
ど
の
濁
音
専

用
万
葉
仮
名
の
問
題
も
解
け
そ
う
で
あ
る 。
た
だ 、
次
清
の
場
合
の
彼
我
の
数

の
多
少
は
や
は
り
問
題
と
な
ろ
う 。
①
の
推
定
に
は 、
唐
代
西
北
方立日
で
定
並

母
は
あ
ま
り
無
声
化
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
日
本
書
紀
所
用
の
仮
名

な
ど
で 、
「
鑓・
褒」
を
含
め
て
基
本
的
に
明
泥
母
の
漢
字
は
パ
・

ダ
行
K
あ

声 ・音コ'"
日

て
ら
れ
て
い
る
事
実へ
の
言
及
が
必
帝京
で
あ
る 。
④
に
は 、
国
語
に
お
け
る一

音
節
語
長
音
化
と
の
関
連
を
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
E・
2

③の
意
見
も
あっ

た 。
と
も
あ
れ 、
い
ず
れ
も
従
来
の
人
工
的
規
範
や
解
釈
を
廃
し 、

慣
用
音
を

中
国
音
韻
史
と
の
対
比
の
上
か
ら
定
位
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で 、
日
本
漢
字

音
史
の
記
述
を
進
め 、
発
展
的
分
野
を
示
し
た
労
作
で
あ
る 。

字
音
注
に
関
す
る
も
の
も
多
い 。
⑤
白
藤
礼
幸
「
上
代
文
献
に
見
え
る
字
音

注
に
つ
い
て
〈一
・

二)」
(
茨
域
大人
文
学部
紀
要文
学
科
論
集二・
三 、
四三
ー一

一一・
四
四
|

ゴ
マ
は 、
上
代
の
仏
典
註
釈
書
に
お
け
る
玉
篇・
切
韻
利
用
の
傾

向
(
玉
筋は
七O
%
以
上
とい
う)
を
明
ら
か
に
し
た
も
の 。
⑤
柏
谷
嘉
弘
「
和

名
抄
の
類
音
字
に
よ
る
字
音
注
(下〉
」
(
山口
大
文
学会
誌一
九
|一
・

四=
T

八)
は 、
広
韻
に
よ
る一
致
例
の
検
討
で 、
正
確
な
注
音
で
あっ
た
と
と
の
確

認
と 、
注
音
方
式
に
お
け
る
諸
声
符
重
視
の
傾
向
の
指
摘
が
あ
る 。
⑦
沼
本
克

明
「
漢
籍
訓
点
資
料
記
載
の
字
音

l
漢
書
訓
点
資
料の
場
合
|」

(
国
語
国
文
四二

0・
四
四
|八〉

は 、
広
韻
と
の一
致
の
傾
向
と 、
出
典
と
の一
致
の
二
系
列
の

指
摘 、
③
同
「
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
の
字
音
注
記
の
出
典
に
つ
い
て」
(
国

語
学七
八・
四
四
l

九)
は 、
教
短
本
の
ご
と
き
原
初
釈
文
の
検
討
か
ら 、
経
典

釈
文
単
独
出
典
に
よっ
て
い
る
乙
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る 。

次
に
漢立回
呉
音
の
問
題
に
関
し
て 、
⑨
小
沢
正
夫
「
ア
グ
ノ
エ
ル
教
授
の

『
呉
音
考』
に
つ
い
て」
(
愛
知
県立
大文
学部
論
集二
0・
四
四
|一

二) 、
⑬
渡

辺
修
「
類
衆
名
義
抄
の
呉
音
の
性
格」
(
大
妻
女
子
大
紀
要一
・

四
四
|三) 、

@
飛

田
良
文
「
明
治
大
正
期
に
お
け
る
漢
音
呉
音
の
交
替」
(
近
代
語
研究ニ・
四三

l一) 、
⑫
松
井
利
彦
「
明
治
初
期
の
漢
音
と
呉
音」
(
国
語
国
文四
二
三・
四
四

|
二
〉
が
あっ
た 。
@
は
そ
の
所
説
の
紹
介
で 、
文
化
伝
来
の
経
路
を
推
定

し 、
呉
音
が
地
理
的
意
味
を
も
た
な
い
乙
と 、
呉立目
的
変
容
は
五
l

十
世
紀
に

生
じ
た
日

本
的
変
容
で
あ
る
乙
と
な
ど
を
述べ
る 。
呉昌日
の
呼
称
に
つ
い
て
は
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藤
堂
明
保
氏
な
ど
の
意
見
に
近
い 。
⑬
で
は 、
類
音
字
と
正
音
字
の
対
立
的
範

鴎
を
広
韻
の
反
切
か
ら
帰
納
し
て 、
韻
類
の
区
別
の
重
視 、
声
調
の
相
転
に
洪

細
の
共
起
的
対
比
が
見
ら
れ
る
と
と
の
指
摘 、
@
は 、
和
英
語
林
集
成
と
明
治

大
正
期
十
八
極
の
辞
書
と
の
比
較
で 、
漢
音へ
の
統一
傾
向 、
明
治
二
十
年
前

後
の
新
語
形
発
生
の
集
中 、
呉
音
化
例
の
存
在
な
ど
を
明
ら
か
に
し 、

漢
音
の

規
範
性 、
義
務
教
育
普
及
な
ど
の
影
響
を
述べ
る 。
⑫
は 、
太
政
官
日
誌
と
新

令
字
解
な
ど
の 、
熟
字
に
お
け
る
漢
音
呉
音
併
存
の
多
様
な
状
態
を
示
し 、

編

者
の
知
識
の
背
景
に 、
漢
学
に
関
与
す
る
両
様
の
位
相
の
あ
る
と
と
を
あ
げ
て

そ
の
原
因
を
さ
ぐっ
て
い
る 。
@
⑫
で 、
方
法
は
異
な
る
が
豊
富
な
資
料
が
提

出
さ
れ 、
と
の
期
に
お
け
る
目
安
を
得
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た 。

漢
音
系
声
調
に
つ
い
て
は 、
⑬
頼
惟
動
「
日
本に
お
け
る
漢
字・
漢
文」

(
中
国
文
化
叢
書
九・
大
修
館
笠宮
庖
四
三
l一一)

に 、
「
悉
曇
蔵」
所
伝
四
家
の
声

調
に
関
す
る
明
解
な
解
説
が
あ
る 。

近
年
の
漢
字
音
研
究
の
進
展
は
著
し
く 、

別
項
に
ゆ
ず
っ
て
ふ
れ
な
い
が 、

築
島
裕 、
東
辻
保
和 、
林
史
典
の
諸
氏
に
よ
る
資
料
の
紹
介
や
整
備
に
つ
い
て

の
論
も
あっ
た 。
柏
谷
嘉
弘
氏
に 、
「
日
本
漢
字
音
辞
典」
「
日
本
漢
字
音
図」

作
成
の
提
唱
が
あっ
た
が
(
言
語
と
文
芸六九・
四
五
|一ニ) 、

隣
接
地
域
の
研
究

の
そ
れ
と
相
まっ
て
(
河
野
六
郎
『朝
鮮
漢
字
音
の
研
究』《
四三
1

九》
な
ど 。
国

語
学七
八
《
四
四
|

九》
に
福
島
邦
道
氏の
紹
介
が
あ
る) 、
日
本
漢
字
音
史
の
記
述

と
い
う
困
難
な
仕
事
が
ま
と
め
ら
れ
る
日
も 、
そ
う
遠
く
な
い
と
と
が
予
想
さ

れ
る
よ
う
で
あ
る 。

記
述
的
研
究
の
「
人
間
ば
な
れ」
が
問
わ
れ
続
け
て
い
る 。
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
見
据
え
て
の
研
究
は
ζ
れ
か
ら
示
さ
れ
る
と
と
に
な
ろ
う 。
数
の
上
で

は 、
論
文
が
半
減
し
た
か
に
見
え
る
ζ
の
年
度
で
も 、
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
実

も
多
く 、
ま
た 、
新
し
い
方
向
を
示
唆
す
る
問
題
提
起
も
な
さ
れ
て
い
る 。
そ

れ
だ
け
に 、
筆
者
の
能
力
の
故
に 、
理
解
の
浅
い
紹
介
に
終
始
し
た
ζ
と
を
お

わ
び
し
た
い 。
紙
幅
の
都
合
で
ふ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
が 、
未
見
の
文
献

が
多
い
乙
と
を
恐
れ
て
い
る 。
誤
解 、
誤
読
の
部
分
の
ど
指
摘
と
と
もに
ど
教

示
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る 。
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付
記

上
村
幸
雄
氏
の
ど
厚
意
に
よ
り
国
立
国
語
研
究
所
の
蔵
書
を
閲
覧
す

る
と
と
が
で
き
た 。
ま
た 、
資
料
の
収
集
に 、
中
川
芳
雄 、
日
野
資
純 、
小
泉

保、

迫
野
度
徳
の
諸
氏
の
ど
援
助
を
い
た
だ
い
た
。

と
も
に
記
し
て
深
謝
の
意

を
表
し
ま
す 。

||
静
岡
女
子
大
助
教
授
||


